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１．事業概要 

位 置 図 

今回評価区間 Ｌ＝１,３００m 

杉並区久我山二丁目 
   ～久我山三丁目 

東八道路 

三鷹市 

杉並区 

交通センサス 
観測地点 

久我山駅 
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１．事業概要 

全 体 図 

・放射第５号線は、千代田区麹町一丁目を起点に、多摩地
域の東八道路に接続する区部と多摩地域を結ぶ延長約 
１５．１kmの都市計画道路であり、当該区間は杉並区久我
山から三鷹市境までの延長約１．３ｋｍの区間である。 

放射第５号線 Ｌ＝１５．１ｋｍ 

今回評価区間 Ｌ＝１．３ｋｍ 
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１．事業概要 

事業期間 

平成１７年度～令和２年度 

事業の概要 

・本事業により、並行する甲州街道の交通渋滞の緩和や、
生活道路への通過交通減少による安全性の向上、安全で
快適な歩行空間の確保が図られる。また環境施設帯や玉川
上水沿いに緑道を設置することにより、良好な沿道環境を確
保するとともに、都市景観の向上を図る。 
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１．事業概要 

事業の概要 

・放射第５号線は、区部と多摩地域を結ぶ重要な幹線道路であ
る。このうち本事業区間は、放射第５号線のうち唯一の未整備
区間で、甲州街道と東八道路を結び東西方向の新たなネット
ワークを形成する路線である。また東京外かく環状道路へのア
クセス道路としての機能も有する。 
 

事業区間 Ｌ＝１,３００ｍ Ｗ＝60ｍ 

三鷹市 

杉並区 

放射第５号線
（高井戸西） 

三鷹３・２・２号線 

國學院久我山 
中学・高等学校 

下本宿通り 

玉川上水 
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１．事業概要 

・用地取得率は○○％であり、 

標準断面図 
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１．事業概要 

 

 

 

経 緯 

年 度 計画等 

昭和２１年３月２６日 都市計画決定 

平成１６年５月１４日 都市計画変更（幅員５０ｍ→６０ｍ） 

平成１７年１２月２０日 事業認可取得 

令和元年６月８日 交通開放 

令和３年３月３１日 事業認可期間 
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１．事業概要 ６月８日１５時 交通開放の状況 

放射第５号線、三鷹３・２・２号線 交通開放の状況  
令和元年6月8日  15:00 

放射第５号線 
下り線（浅間橋付近）   

放射第５号線 
下り線（牟礼橋付近）   

三鷹３・２・２号線 
上り線（市道64号付近）   

三鷹３・２・２号線 
上下（牟礼橋Ｕターン路付近）   
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２．社会経済情勢等の変化 

社会経済情勢の変化 

本路線周辺の平成２７年度の現在交通量は、平成２２年度
と比較しても、ほとんど変化していない。 

事業を取り巻く状況の変化 

西側隣接区間である三鷹３・２・２号線、東側隣接区間であ
る放射第５号線（高井戸西区間）について、令和元年６月８
日（土）４車線で交通開放を行った。 
本事業区間の西側において、東京外かく環状道路(関越～
東名間)を整備中である。開通時期は未定となっている。 

現況自動車交通量【国道２０号】（道路交通センサスによる） 

    平成２２年度：２８，４１１台/１２ｈ 
    平成２７年度：２４，１８８台/１２ｈ 
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２．社会経済情勢等の変化 

位 置 図 

東八道路 

三鷹市 

杉並区 

久我山駅 

東京外かく環状道路 

三鷹３・２・２号線 

放射第５号線 
（高井戸西） 

放射第５号線 
（高井戸東） 

放射第５号線 
（久我山） 

交通センサス 
観測地点 
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３．事業の投資効果 

定量的効果 

【便益（Ｂ）の算定】 【費用（Ｃ）算定】 

【費用便益比（Ｂ／Ｃ）の算定】 

Ｂ／Ｃ ＝ ２．２ （前回評定時Ｂ／Ｃ ＝ ２．９ ） 

走行時間短縮便益   １２３８．２億円  

走行経費減少便益     ６０．５億円 

交通事故減少便益      １．０億円 

現在価値化総便益額    １２９９．６億円 

現在価値化総費用額    ５６７．６億円 

工事費    １９２．３億円 

用地費    ３６３．４億円 

維持管理費     １１．９億円 

※費用便益分析マニュアル（国土交通省 平成30年２月）に基づき分析 
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３．事業の投資効果 

定性的効果 

１、交通渋滞の解消  
２、物資流動円滑化への寄与  
３、都市景観の向上  
４、交通事故の減少  
５、緊急車両の走行  
６、延焼遮断  
７、バリアフリー化  
８、公共施設へのアクセス向上  
９、迂回交通の減少  
１０、自転車や歩行者のための空間確保 
１１、災害時の避難路の確保 
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３．事業の投資効果 

定性的効果 

１、交通渋滞の解消  

甲州街道（松葉通り入り口交差点付近） 下本宿通り（久我山一丁目交差点付近） 
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３．事業の投資効果 

定性的効果 

１０、自転車や歩行者のための空間確保  
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３．事業の投資効果 

定性的効果 

８、公共施設へのアクセス向上  
１１、災害時の避難路の確保  

三鷹市 

杉並区 

玉川上水 

広域避難場所 
久我山二丁目グランド一帯 

國學院久我山 
中学・高等学校 

久我山病院 都立久我山青光学園 
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４．事業の進捗状況 

事業費の執行状況 

用 地 費 工 事 費 合 計 

全 体 事 業 費 ３８，２３４百万円 ２，１４８百万円 ４０，３８２百万円 

執 行 済 額 ３８，２２８百万円 １，７５２百万円 ３９，９８０百万円 

執 行 率 ９９．９％ ８１．６％ ９９．０％ 

用地取得状況 

取得予定面積 
（Ａ） 

既取得面積 
（Ｂ） 

用地取得率 
（Ｂ／Ａ） 

５２，３６１㎡ ５２，３６０㎡ ９９．９％ 

（Ｈ３０年度末時点） 
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４．事業の進捗状況 

一定期間を要した背景等 

・本事業区間は、現道の無い新設道路であり、地権者が多いた
め用地折衝に時間を要した。また国指定の史跡である玉川上
水を含む都市計画となっており、橋りょう部（牟礼橋）の文化庁
協議や整備形態について地元との合意形成に時間を要した。 

・「放射第５号線事業推進のための検討協議会」等を通じて、当
該事業に対する理解を得た。 

事業の進捗状況・残事業の内容 

・令和元年６月８日（土）に交通開放を行った。 
・歩道のインターロッキング舗装工事を残すのみとなっている。 
・用地については、狭小な画地が１件残っている。 
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５．事業の進捗の見込み 

• 事業の実施のめど、進捗の見通し 

• 事業費、事業期間変更の見込み 

 

今後の事業の進捗見込み 

・歩道のインターロッキング舗装工事を実施し、令和２年度完了
予定。 
・未取得用地の早期取得を目指し、折衝を進めている。 

現在の舗装 インターロッキングブロック舗装の整備イメージ 
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６．コスト縮減等 

事業手法、コスト縮減取り組み 

・令和元年６月８日（土）に交通開放を行った。今後施行す
る内容は、インターロッキングブロックでの歩道舗装工事
であり、施工に当たって新工法を採用する余地は極めて
少なく、事業手法、施設規模等を見直す可能性はない。 
 

・施工に当たっては建設発生土の再利用や再生材の使用
を行っている。 
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７．対応方針（原案） 

• 本路線は都市の骨格を形成し、区部と多摩地域を
結ぶ重要な幹線道路であるとともに、東京外かく環
状道路のアクセス道路の機能も有する。 

• 本事業区間は放射第５号線のうち唯一の未整備区
間であり、本区間の整備により交通渋滞の緩和、安
全で快適な歩行空間の確保、都市景観の向上等、
様々な面で十分な整備効果が期待できる。 

• 中止の場合は、上記の整備効果を発揮できないだ
けでなく、これまでの投資に見合った効果も得られ
なくなる。 

 

継   続 
１９ 


